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2023年12月14日
東洋エンジニアリング株式会社
営業統括本部 カーボンニュートラル本部 次世代資源プロジェクト推進部長
小松洋一

事業戦略説明会

TOYOの地熱への取り組み
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本日の内容

1. 地熱とは？

1.1 地熱発電とは？

1.2 地熱マーケットは？

1.3 地熱発電はなぜ良い？でも、課題は？

2. なぜTOYOが地熱？優位性は？

2.1 TOYOのこれまでの取組は？

2.2 TOYOの実績は？

3. TOYOの地熱ビジネスはどうなる

4. まとめ

STEAM

HOT
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1.1 地熱発電とは？

地熱発電とは、マグマの熱を電気に変える発電方
法。地熱貯留層から井戸を通じて取り出した蒸気･
熱水でタービンを回して発電するのが蒸気発電。
温度が低い場合は低沸点流体を介したバイナリー
発電。

Source: JOGMEC/地熱 geothermal 〜地域・自然と共生するエネルギー (https://geothermal.jogmec.go.jp/library/pamphlet/file/221214.pdf)
日本地熱協会 (https://www.chinetsukyokai.com/information/index.html)

1. 地熱とは？

https://geothermal.jogmec.go.jp/library/pamphlet/file/221214.pdf
https://www.chinetsukyokai.com/information/index.html
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1.2 地熱マーケットは？

インドネシアは地熱資源量、設備容量共に2位で2020年までに約2.3GWま
で急成長、更に2030年までに5.7GWを目指す(約2.5倍)*1。

日本は地熱資源量3位、設備容量は10位、2030年度までに1.4〜
1.55GW (2020年度比2.3~2.6倍）の目標を掲げている。*2

Source: 地熱 geothermal 〜地域・自然と共生するエネルギー/JOGMEC (https://geothermal.jogmec.go.jp/library/pamphlet/file/221214.pdf)

1. 地熱とは？

*1 NRE Development in Indonesia, June 16th, 2022 (https://reinvest.id/assets/source/materials/japan-2022/Ms.%20Ibu%20Cita%20Dewi%20-%20PLN.pdf)
*2 地熱発電の導入拡大に向けた経済産業省の取組 (https://www.enaa.or.jp/?fname=gec_2019_5_1.pdf)

https://geothermal.jogmec.go.jp/library/pamphlet/file/221214.pdf
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1.3 地熱発電はなぜ良い？でも、課題は？

地熱発電は、気象条件に依存しない、設備利用率の高いベースロード電源となり
得る再生可能エネルギー。

1. 地熱とは？

しかし、課題は：

地熱貯留層

① 熱源、水、貯留層
(割れ目、亀裂等)必要
(開発ﾘｽｸ/枯渇ﾘｽｸ)

③ 温泉事業との共存・国
立公園等の規制による
制限

② 配管内のスケール付着、
腐食等の問題発生
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1.3 地熱発電はなぜ良い？でも、課題は？

クローズドループは地上からの水が地下二重管を通り、戻る間に回収する熱で発
電。課題①水と貯留層は不要で、課題②スケールや腐食も発生しない。
課題③温泉貯留層との干渉もなく、国立公園等も避けること可能。

1. 地熱とは？
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2.1 TOYOのこれまでの取組は？

2. なぜTOYOが地熱？優位性は？

中東･東南アジア･日本を中心に、石油開発会社(Upstream)向け顧客支援
サービス(オーナーズエンジニアリング)としてマスタープラン提案業務実績保有。

AL-KHAFJI JOINT OPERATIONS (KJO)

2002~2009 (GES), 2010~2017 (BES),

2018~2023 (GES-I)

Uzbek/Kandym Iraq/WQ2

Lukoil Overseas (Uzbekistan / Iraq), General Engineering Service 

Agreement (GESA)

Basra Oil Company (BOC), GESA

Source: 
https://www.lukoil.com/Business/Upstream/KeyPr
ojects/Kandym-Khauzak-Shady
https://www.lukoil.com/Business/Upstream/Overse
as/WestQurna-2

https://www.lukoil.com/Business/Upstream/KeyProjects/Kandym-Khauzak-Shady
https://www.lukoil.com/Business/Upstream/Overseas/WestQurna-2
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顧客支援サービス実績を背景に、保有関連技術を展開させ、メタンハイドレート
やレアアースなど国策支援業務を継続的に実施。
新規技術インテグレータの役割を担う。

国・
政府

事業者

地下サー
ビス
コントラク
タ

現地
コン
トラ
クタ

サプライヤ
コア技術
〜光ﾌｧｲﾊﾞｰ

新規技術インテグレータ
TOYOコア技術
〜DX-PLANT®ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

例1:メタンハイドレート

機器
ベン
ダー

国・
政府

事業者

例2:レアアース

サブシー
ベンダー

コア技術
サブシーベン
ダー

専門
エンジ会
社

土木
専門
会社

機器
ベン
ダー

2.1 TOYOのこれまでの取組は？

2. なぜTOYOが地熱？優位性は？

新規技術インテグレータ
TOYOコア技術
海洋掘削＋鉱物資源開発
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2.1 TOYOのこれまでの取組は？

地熱でも、国・政府、事業者、ファイナンスパートナー、地下サービスコントラクタ、
発電EPCコントラクタ、タービンサプライヤ等のプレーヤーの中、TOYOは新規
技術のインテグレータとして全体統括を実施。

2. なぜTOYOが地熱？優位性は？

国・
政府

ターゲット顧客(事業者)

MEMR
(エネルギー鉱物資源省)

地下サービス
コントラクタ 発電EPC

コントラクタ

タービン
サプライヤ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

サプライヤ
コア技術
〜光ﾌｧｲﾊﾞｰ

サプライヤ
コア技術
〜バイナリ
〜鋼管

新規技術
インテグレータ

TOYOコア技術①
〜地下ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

TOYOコア技術②
〜DX-PLANT® ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

TOYO子会社

PLN
（国営電力会社）

PT Supreme Energy

PERTAMINA

Star energy geothermal

インドネシアでの取組

PT Geo Dipa Energi

Medco Energi
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クローズド

ループ

スケール除去

フラクチャリング

鉱物回収

＋

2. なぜTOYOが地熱？優位性は？

TOYO
コア技術
①～地下
ｼﾐｭﾚｰｼｮ
ﾝ

TOYOコア技術②
〜DX-PLANT® ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

Well

Well

Well

Surface facility
Edge 

Computing

Cloud

Onsite

・Data Processing

・Data Storage

・Data Upload

・Data Storage

・Visualization

・Download

・Alerting

Master PC

Well

Downhole data acquisition 

and remote monitoring system

Well designFlow assurance

EPC (IKPT)

Source: https://silixa.com/principles-of-distributed-temperature-sensing/

2.1 TOYOのこれまでの取組は？

サプライヤ
コア技術
〜光ﾌｧｲﾊﾞｰ

掘削効率改善・
コスト低減

地下･地上最適化
運転

https://silixa.com/principles-of-distributed-temperature-sensing/
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クローズドループ技術に加え、モニタリング、スケール除去、鉱物回収、グリーン燃
料他含めた全体開発計画(最適化)を事業者に提案中。

2.1 TOYOのこれまでの取組は？

2. なぜTOYOが地熱？優位性は？
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2.2 TOYOの実績は？

TOYOはインドネシアで豊富な実績保有。

2. なぜTOYOが地熱？優位性は？
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2.2 TOYOの実績は？

インドネシア地熱プラントの豊富な実績を有する(現地子会社IKPT)

2. なぜTOYOが地熱？優位性は？
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2.2 TOYOの実績は？

DX-PLANT®*1は2017年よりインドネシア国営肥料会社向けに運用開始。
現在、世界計9工場で稼働中。

2. なぜTOYOが地熱？優位性は？

*1 IoTやデータ解析技術を通じてプラントの遠隔管理、操業効率化を支援するサービス
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3. TOYOの地熱ビジネスはどうなる？

インドネシアから日本、そして世界へ！実証から技術の横展開。
コア技術を中心に、サービス/EPCで稼ぐ。
更に将来は事業参画により安定的な収益へ！

3. TOYOの地熱ビジネスはどうなる？

国・
政府

ターゲット顧客(事業者)

MEMR
(エネルギー鉱物資源省)

地下サービス
コントラクタ 発電EPC

コントラクタ

タービン
サプライヤ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

サプライヤ
コア技術
〜光ﾌｧｲﾊﾞｰ

サプライヤ
コア技術
〜バイナリ
〜鋼管

新規技術
インテグレータ

TOYOコア技術①
〜ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

TOYOコア技術②
〜DX-PLANT® ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

TOYO子会社

PLN
（国営電力会社）

PT Geo Dipa Energi

Medco Energi

PT Supreme Energy

PERTAMINA

Star energy geothermal

インドネシアでの取組
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新技術マスタープラン
技術検討
FS

CL実証試験
インドネシア

商業化
インドネシア
日本

2024 2024-2025

2026-2027

Service / EPC

事業参画

3. TOYOの地熱ビジネスはどうなる？

3. TOYOの地熱ビジネスはどうなる？

モニタリング
パートナーとの協業

掘削効率改善・コスト低減

スケール除去
・
・
・
・
・

地下･地上最適化運転
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4. まとめ

地熱発電は、ベースロード電源となり得る再生可能エネルギー
として有望。インドネシアでは2030年までに約2.5倍、日本で
は2.3~2.6倍まで設備容量増強目標。

4. まとめ

TOYOはこれまでの実績をベースに新規分野に取り組み、地熱
においても新規技術インテグレータのポジション狙う。クローズド
ループや光ファイバーモニタリング、DX-PLANT®等組み合わ
せて地熱の課題を解決し、新しいカーボンニュートラルパークを
を目指した全体最適化計画を作る。

TOYOの地熱ビジネスは、インドネシアから日本、そして世界へ。
実証から技術の横展開。コア技術を中心に、サービス/EPCで
稼ぐ。更に将来は事業参画・投資から安定的収益へ！
カーボンニュートラル時代における新しい地熱ビジネスを創る！

CN時代に
おける

新しい
地熱ビジネス

を創る！



18

TOYOの価値は？

技術を組み合わせ

物事を前に進め

ビジネスとして永続して社会に貢献する

Kujyukuri – Chiba, Japan
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本資料に記載されている見通しや業績予想などのうち、歴史的事実でないものは現在入手可能な情報から得た当社の
経営陣の判断にもとづき作成しております。実際の業績は、当社の事業領域を取り巻く国内および海外の経済･
金融情勢等、様々な重要な要素により、これら業績見通しとは異なる結果となりうる事をご承知おきください。

東洋エンジニアリング株式会社
URL https://www.toyo-eng.com

【お問い合わせ】

〒275-0024 千葉県習志野市茜浜 2-8-1

広報･IR部長 白石義文

電話 047-454-1681

E-mail ir@toyo-eng.com


